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５
月
13
日
㈬
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
３
回

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会
が
総
代
定
数
127
名
に

対
し
、
本
人
出
席
71
名
、
代
理
人
出
席
１
名
、
書
面
議
決
38

名
の
合
計
110
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を
斉
唱
し
、
瀧
澤
組
合
長
の
開
会
挨
拶
後
、

御
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
鶴
居
村
長　
日
野
浦
正
志
様
と
Ｊ

Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所
長　
清
水
周
様
か
ら
御
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
選
出
に
際
し
、
幌
呂
地
区　
武
藤
清
隆
氏
か
ら
の
推

薦
に
よ
り
議
長
に
は
白
糠
地
区　
渋
谷
博
氏
、
副
議
長
に
は

幌
呂
地
区　
竹
中
憲
之
氏
が
選
任
さ
れ
議
事
進
行
を
担
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
９
号
ま
で
及
び
報
告

事
項
に
つ
い
て
順
次
上
程
さ
れ
質
疑
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
音
別
地
区　
山
崎
義
憲
氏
か
ら
剰
余
金

処
分
案
、
出
資
予
約
貯
金
か
ら
の
出
資
増
口
、
役
員
の
定
数

等
に
つ
い
て
、
幌
呂
地
区　
松
井
宏
志
氏
か
ら
職
員
の
給
与

格
差
是
正
に
つ
い
て
質
疑
を
受
け
、
事
務
方
か
ら
の
説
明
に

よ
り
了
承
頂
き
全
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
出
席
頂
き
ま
し
た
御
来
賓
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
組
合

員
代
表
と
し
て
出
席
頂
き
ま
し
た
総
代
の
皆
様
方
に
は
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
農
協
の
事
業
運
営

に
対
し
ま
し
て
よ
り
一
層
の
御
協
力
を
宜
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。

第３回 釧路丹頂農業協同組合　通常総代会

総代の皆様

（左）渋谷　博 議長　（右）竹中　憲之 副議長

質問をする松井宏志さん質問をする山崎義憲さん

鶴居村長
日野浦　正志 氏

JA北海道中央会根釧支所長
清水　周 氏
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昨
年
は
、
生
乳
生
産
コ
ス
ト
の
増
嵩
、

所
得
の
大
幅
な
減
少
で
、
経
営
収
支
が
危

機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
酪
農

経
営
に
と
っ
て
大
変
に
厳
し
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
農
協
の
生
乳
生
産

量
は
、
計
画
量
を
３
０
０
０
ト
ン
上
回
る

１
０
２
，
０
０
０
ト
ン
の
生
産
実
績
と
な

り
、
合
併
直
前
の
四
農
協
で
記
録
し
た
大

台
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
、
２
ヵ
年
継
続
実
施
し

た
乳
牛
保
留
対
策
事
業
に
よ
る
生
産
基
盤

の
維
持
効
果
と
生
産
者
の
皆
様
の
積
極
的

な
増
産
の
取
組
み
に
よ
り
、
搾
乳
中
止
農

場
の
減
産
分
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、
達
成

で
き
た
所
で
あ
り
ま
す
。

　

農
家
経
済
は
、
ク
ミ
カ
ン
年
度
区
分
の

収
入
項
目
で
は
、
乳
量
増
産
と
プ
ー
ル
乳

価
の
上
昇
で
、
補
給
金
を
含
む
乳
代
収
入

で
、
前
年
比
７
１
２
百
万
円
増
加
し
た
他
、

個
体
販
売
で
8
5
百
万
円
、
事
業
割
戻
金

や
奨
励
金
受
入
で
6
4
百
万
円
増
加
し
、

そ
の
他
収
入
を
含
め
た
農
業
収
入
の
合
計

は
、
前
年
比
９
・
５
％
増
の
９
２
９
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
支
出
項
目
は
、
農
業
支
出
の
約
４

割
を
占
め
る
飼
料
費
が
前
年
に
比
べ
４
４

８
百
万
円
増
加
し
、
そ
の
他
支
出
も
含
め

た
農
業
支
出
合
計
で
は
、
収
入
増
と
同
率

９
・
５
％
増
の
７
５
６
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
期
の
ク
ミ
カ
ン
収
支
は
、
経
営
環
境

を
意
識
し
た
各
生
産
者
の
経
費
節
減
努
力

と
、
生
乳
増
産
を
柱
と
す
る
販
売
拡
大
の

方
向
性
が
合
致
し
て
、
総
体
の
農
業
所
得

は
前
年
に
比
べ
、
１
７
０
百
万
円
あ
ま
り

増
加
し
、
戸
別
の
経
営
収
支
は
前
年
に
比

べ
、
わ
ず
か
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
農
家
経
済
余
剰
段
階
で
約
６
割
、

資
金
返
済
後
余
剰
段
階
で
約
８
割
が
、
赤

字
経
営
と
な
っ
て
お
り
、
農
家
経
営
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

農
協
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
状
況
に
配

慮
し
て
期
中
に
お
い
て
「
酪
農
経
営
緊
急

対
策
事
業
」
で
、
1
7
百
万
円
、
「
肥
料

高
騰
支
援
対
策
事
業
」
で
1
3
百
万
円
の

奨
励
対
策
を
実
施
し
て
、
営
農
コ
ス
ト
低

減
の
た
め
、
農
家
支
援
の
取
組
み
を
図
っ

た
所
で
あ
り
ま
す
。

　

当
農
協
の
今
年
度
の
収
支
決
算
は
、
事

業
利
益
で
4
9
百
万
円
を
確
保
し
、
こ
の

ほ
か
税
効
果
会
計
に
伴
う
税
効
果
積
立
金

等
を
含
め
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
、
１

３
７
百
万
円
と
な
り
、
所
要
の
準
備
金
・

積
立
金
に
よ
る
内
部
保
留
の
他
、
購
買
事

業
・
飼
料
取
扱
高
の
１
％
と
な
る
２
４
５

０
万
円
を
事
業
分
量
配
当
と
す
る
剰
余
金

処
分
案
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

承
認
を
お
願
い
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

釧
路
丹
頂
農
協
は
、
新
設
合
併
農
協
と

し
て
３
年
を
経
過
し
、
第
４
事
業
年
度
に

入
っ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員

皆
様
や
、
職
員
そ
し
て
地
域
住
民
の
方
々

に
も
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の
意
識
が
確
実
に

浸
透
し
て
い
る
の
を
実
感
出
来
る
の
は
、

大
変
喜
ば
し
く
思
う
所
で
あ
り
ま
す
が
、

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
起
因
す
る

世
界
的
な
金
融
危
機
・
景
気
低
迷
は
、
こ

の
先
更
に
悪
化
す
る
懸
念
も
あ
り
、
我
が

国
経
済
は
も
と
よ
り
、
北
海
道
経
済
も
公

共
事
業
・
企
業
設
備
・
住
宅
投
資
な
ど
が

低
調
で
所
得
や
雇
用
環
境
は
当
面
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
も
一
段
と

厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
想
定
し
、
21
年
度

の
事
業
計
画
書
・
事
業
運
営
方
針
で
経
済

予
測
や
農
業
・
酪
農
畜
産
情
勢
の
分
析
や

見
通
し
を
記
載
し
、
以
下
地
域
農
業
や
農

家
経
営
の
取
組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
、

述
べ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
の
組
織
運
営

は
、
昨
今
の
酪
農
経
営
の
厳
し
さ
を
反
映

し
て
、
組
合
員
の
事
業
利
用
に
対
す
る
選

択
肢
が
多
様
化
し
、
組
織
と
利
用
の
乖か
い

離り

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
が
、
重
要

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
に
選
択
さ
れ
る
事
業
運
営
の
追

求
と
系
統
事
業
が
一
体
化
し
て
有
利
性
を

導
き
出
す
農
協
の
存
在
価
値
を
改
め
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
、
組
織
・
出
資
・
利
用
に

つ
い
て
の
組
合
員
意
識
の
再
構
築
に
取
り

組
む
必
要
性
を
、
痛
感
し
て
い
る
所
で
あ

り
ま
す
。

　

組
合
員
意
識
の
向
上
を
図
る
上
で
、
農

協
運
営
が
求
め
ら
れ
る
姿
・
形
に
整
備
さ

れ
て
い
く
事
が
、
そ
の
先
に
必
要
な
の
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
の
機
関

で
あ
る
規
制
改
革
会
議
や
、
経
済
財
政
諮し

問も
ん

会
議
な
ど
で
、
農
業
政
策
や
農
協
運
営

全
般
に
つ
い
て
の
改
革
論
議
が
さ
れ
て
お

り
、
内
部
管
理
規
制
や
不
公
正
取
引
へ
の

対
応
強
化
の
他
、
組
織
・
経
営
・
財
政
に

つ
い
て
、
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

世
界
情
勢
も
我
が
国
の
政
治
・
経
済
の

動
向
も
、
予
測
し
難
い
時
代
背
景
で
は
あ

り
ま
す
が
、
農
協
役
職
員
は
、
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

公
務
多
端
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ご
臨
席
・

ご
指
導
を
頂
き
ま
す
来
賓
各
位
・
関
係
機

関
・
団
体
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

組
合
員
代
表
と
し
て
、
出
席
頂
い
た
総
代

の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

代表理事組合長
瀧　澤　義　一

第
３
回
通
常
総
代
会
挨
拶
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カメラ

アングル

部 結果 名                号 出品者 地区

1部

3位 パインヘイブン ジヨルノ ジヨバーナ ET 松 井 俊 治 幌呂

6位 KWF サイエンテイー アドベント ブライリー RED ET ㈱敬和ファーム 音別

7位 カリスマ スパイラル フリーダム 松 田 修 人 白糠

2部

5位 ブレア ホープ チヤンピオン ビツグ ㈲菱沼ファーム 鶴居

7位 OP エム ビー ビー ラブジエネ 植 田 紘 史 幌呂

8位 セイワ ヘンドリカ アトラス ET (農)清 和 農 場 鶴居

9位 ライズアツプ ゴールドウイン セルシアス 芳 沢 顕 一 白糠

13位 ハーバート プロモーシヨン アイコン 田 井 　 愃 音別

14位 ウツズスター ミラクル スポツテイー ルー 林 　 稔 幸 白糠

15位 パインヘイブン ジヨセフイン BB アール 松 井 俊 治 幌呂

3部

2位 TH オラホーム セプテンバー ダンデイー ㈲菱沼ファーム 鶴居

3位 マチムラ ポーラ チヤンプス シヤンテイ 松 下 雅 幸 鶴居

7位 パインヘイブン YMD ゴールドウイン プレイズ 松 井 俊 治 幌呂

8位 TKS アドベンチヤー デル ノンチヤン 清 水 武 志 鶴居

9位 MH ジヨハナ ロウ マーシヤル ET クラブ レッスン ワン 鶴居

部 結果 名                号 出品者 地区

4部
1位 アワープライド ドレーク シトロン 植 田 紘 史 幌呂

4位 パインヘイブン マテイツク フオーチユン レーン 松 井 俊 治 幌呂

6部 2位 ウツズスター ゲツケイ フアースト カツト 林 　 稔 幸 白糠

8部

3位 ウツズスター チユンキー ミラー テラソン 林 　 稔 幸 白糠

4位 サージエント ペパーズ オーク アリス (農)高 橋 農 場 鶴居

5位 ウイス マリー パフオーマンス デリア 菊 地 栄 司 鶴居

9部 2位 O P  フレスコ  デイジー 松 田 修 人 白糠

10部

2位 B S  ダンデイー  デイロン 大 坂 博 文 音別

3位 ホーロー ダーハム シヤーリー 伊 深 洋 平 白糠

4位 プロスペリテイー メサイアー マーシヤル 松 本 　 栄 白糠

11部 1位 OP コピアシス ブリツツ マリナ 植 田 紘 史 幌呂

12部
2位 タンロツク ライラ ユー ベスト 植 田 紘 史 幌呂

3位 セジス ルーデイ デリー エミリア ET 佐 藤 一 哉 音別

13部 3位 セジス  アパツチ  ミツクス 佐 藤 一 哉 音別

　

５
月
16
日
、
第
32
回
釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
（
ブ
ラ

ッ
ク　
ア
ン
ド　
ホ
ワ
イ
ト
）
シ
ョ
ウ
が
釧
路

市
大
楽
毛
の
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
管
内
よ
り
釧
路
太
田
・
浜
中
町
・
標

茶
町
・
弟
子
屈
町
・
阿
寒
町
・
釧
路
丹
頂
（
鶴

居
・
西
部
）
の
各
乳
牛
改
良
同
志
会
及
び
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
よ
り
計
72
頭
の
出

品
牛
に
よ
り
資
質
を
競
い
ま
し
た
。
審
査
員

に
は
、
清
水
町
の
酪
農
家　
松
原
秀
雄
氏
が

務
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
乳
牛
改
良
同
志
会
鶴
居

支
部
及
び
西
部
支
部
よ
り
17
農
場
、
計
29
頭

の
出
品
牛
に
よ
り
、
各
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
秀

な
成
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
標
茶
町
の
佐
藤
松

喜
氏
出
品
牛
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
フ
ア
ー
ム　
エ

コ
ー　
ダ
ン
デ
イ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
主
な
入

賞
牛
及
び
出
品
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 審査員　松原秀雄氏

（清水町 酪農家）

第32回釧路Ｂ＆Ｗショウ開催

入　　　　賞　　　　牛
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４
月
28
日
、
農
協
本
所
事
務
所
前
の
駐
車
場
に

お
い
て
、
平
成
21
年
度
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合

農
作
業
安
全
祈
願
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
瀧
澤
義
一
組
合
長
を
は
じ
め
、
鶴

居
村
日
野
浦
正
志
村
長
や
関
係
機
関
の
代
表
が
一

同
に
集
ま
り
、
玉
串
奉
天
及
び
神
事
を
執
り
行
な

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
田
俊
英
専
務
理
事
が
「
交
通
事
故
並

び
に
農
作
業
事
故
絶
滅
宣
言
」
を
、
釧
路
丹
頂
農

協
青
年
部 

斉
藤
和
弘
部
長
が「
交
通
安
全
宣
言
」

を
行
な
い
、
こ
れ
か
ら
お
と
ず
れ
る
繁
忙
期
に
お

け
る
農
作
業
事
故
絶
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

　

農
作
業
事
故
、
交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
皆
で「
安
全
を
第
一
」に「
安
全
運
転
」

及
び
「
安
全
な
農
作
業
」
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　先般、飼料価格等、生産資材価格の高騰を受け、夏休み親子酪農体験ツアー等を通じ、交流を続

けているパルシステム生活協同組合連合会において、役職員・組合員を対象に緊急カンパが実施さ

れ、「生産者応援支援金」として１７１千円が釧路地区酪農対策協議会からＪＡに配分されました。

　そして、この支援金の使途については、生産者の経費負担の軽減と、良質乳出荷という観点から、

生乳検査に係る費用の一部として活用することと致しました。

　パルシステム生活協同組合連合会役職員・組合員皆様の善意の気持ちに対し心から感謝するとと

もに、組合員の皆様にご報告致します。

パルシステム生活協同組合連合会より
善意の気持ち「生産者応援支援金」を受け取りました。

釧路丹頂農業協同組合　農作業安全祈願祭

「交通事故並びに農作業事故
絶滅宣言」をする成田俊英専務

「交通安全宣言」をする
斉藤和弘青年部長
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よ
く
昔
か
ら
「
牛
飼
い
は
虫
飼
い
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
胃
の
微
生

物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
牛
の
健
康
と
生
産
に
不
可
欠
で
す
。

牛
は
反
芻
↓
噛
み
返
し
に
よ
っ
て
大
量

の
唾
液
を
分
泌
し
、
微
生
物
が
活
動
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
粗
飼
料
を
腹
一
杯
に
食
べ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

け
ん
部
の
張
り
を
確
認
す
る

　

粗
飼
料
を
腹
一
杯
食
べ
て
い
る
か
ど

う
か
は
牛
の
左
側
の
「
け
ん
部
」
を
み

る
と
簡
単
に
分
か
り
ま
す
。

　

け
ん
部
が
張
っ
て
い
れ
ば
粗
飼
料
を

十
分
に
食
べ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
（
写
真
一
）。

　

け
ん
部
が
く
ぼ
ん
で
い
る
と
十
分
に

食
べ
て
い
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
（
写
真
二
）。

け
ん
部
が
く
ぼ
ん
で
い
た
ら
飼
養

管
理
を
再
点
検
す
る

①
給
与
量
、
給
与
方
法
を
再
点
検

・ 

い
つ
で
も
牛
の
目
前
に
エ
サ
が
あ　

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・ 

エ
サ
が
切
り
替
わ
る
と
き
に
は
水
分

含
量
と
品
質
を
必
ず
把
握
し
ま
し
ょ

う
。
水
分
量
が
多
く
な
る
と
乾
物
量

が
減
る
の
で
必
要
な
給
与
量
も
変
わ

り
ま
す
。 

い
つ
も
と
同
じ
感
覚
で
給
与
し
た
ら

エ
サ
の
減
り
が
早
か
っ
た
り
、
飼
槽

が
空
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

な
い
で
す
か
？

・ 

い
つ
で
も
牛
の
口
が
届
く
よ
う
に
掃

き
寄
せ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

パ
ド
ッ
ク
で
草
架
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
頭
数
に
見
合
っ
た
数
を
用
意

し
、
エ
サ
の
状
態
や
減
り
具
合
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
（
写
真
三
）。

②
飲
水
の
管
理
を
再
点
検

・
腹
一
杯
エ
サ
を
食
べ
て
も
ら
う
に
は

水
も
大
変
重
要
で
す
。

・ 

吐
水
量
は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

か
？
採
食
時
や
採
食
後
は
多
く
の
水

量
が
必
要
で
す
（
写
真
四
）。

・ 

飲
水
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
給
水
器

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
定
期
的
な
清
掃

も
行
い
ま
し
ょ
う
（
写
真
五
）。

　

十
分
に
粗
飼
料
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
第
一
胃
の
状
態
を
安
定
さ
せ
、

牛
の
健
康
と
生
産
性
の
向
上
を
両
立
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
一
年
三
月
作
成
）

粗
飼
料
の
採
食
量
、
飼
養
管
理
を

再
確
認
し
ま
し
よ
う

写真２　けん部がくぼんでいる

写真１　けん部が張っている

写真３　　頭数の割に少ない草架
食べられない牛がたくさんいます

写真４　吐水量の足りない水槽
水が出てくるのを待っています写真５　飲めないウォーターカップ
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■平成20年度　生乳生産実績（４月）
月計乳量
（kg）

4月前年比
（％）

累計乳量
（kg）

累計前年比
（％）

釧路丹頂農協 8,636,600.5 102.7 8,636,600.5 102.7

（鶴居地区） 2,891,713.4 106.7 2,891,713.4 106.7

（幌呂地区） 2,298,593.1 98.7 2,298,593.1 98.7

（白糠地区） 1,999,175.1 104.0 1,999,175.1 104.0

（音別地区） 1,447,118.9 100.0 1,447,118.9 100.0

管 内 計 44,408,022.9 100.8 44,408,022.9 100.8

（平成20年度管 内 計） 44,071,533.7 44,071,533.7

■平成20年度　生乳生産実績（５月）
月計乳量
（kg）

5月前年比
（％）

累計乳量
（kg）

累計前年比
（％）

釧路丹頂農協 9,159,679.7 102.9 17,796,280.2 102.8

（鶴居地区） 3,040,642.7 105.7 5,932,356.1 106.2

（幌呂地区） 2,398,745.9 99.0 4,697,339.0 98.9

（白糠地区） 2,143,167.2 104.5 4,142,342.3 104.2

（音別地区） 1,577,123.9 101.9 3,024,242.8 101.0

管 内 計 47,437,061.5 101.1 91,845,084.4 101.0

（平成20年度管 内 計） 46,898,649.5 90,970,183.2

■平成21年６月１日付人事異動（異動内示５月25日）
氏　　名 新　　　　所　　　　属 旧　　　　所　　　　属

堀 越 宏 祐 音別支所長兼購買課長 管理部長兼融資審査課長
白 木 良 雄 管理部長兼融資審査課長 金融共済部長
秋 里 繁 幸 金融共済部長 購買部長
小 林 和 幸 管理部付釧路西部ＪＡ生乳共同検査運営協議会出向（課長待遇） 営農部営農相談課長
安 藤 隆 幸 幌呂支所営農課長 営農部販売課長
菊 地 　 仁 購買部生活課生活係長 営農部販売課販売係長
田 中 淳 一 音別支所購買課生活係 購買部生活課生活係
池 田 直 哉 白糠支所購買課資材係 金融共済部融資課融資係
鈴 木 英 智 幌呂支所営農課営農係 営農部営農課営農係
小 泉 　 聡 幌呂支所長 幌呂支所長兼営農課長
山 村 正 幸 金融共済部融資課融資係長 幌呂支所購買課生活係長兼資材係長
神 谷 　 治 営農部販売課販売係 幌呂支所営農課営農係
鈴 木 俊 史 営農部家畜改良課家畜改良係長 営農部家畜改良課家畜改良係
松 薹 恭 二 白糠支所長 音別支所長兼購買課長
高 野 明 徳 営農部営農課営農係 音別支所購買課生活係
高 瀬 隆 生 購買部長 白糠支所長
菊 地 哲 男 幌呂支所購買課生活係長兼資材係長 白糠支所購買課資材係長
政 木 春 実 営農部販売課長 管理部付釧路西部ＪＡ生乳共同検査運営協議会出向（課長待遇）

家畜販売市況情報  

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ７００円／kg

４０kg～４４kg ６００円／kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２８０　　　～　　　２００

初　　　　妊 ５４０～４９０ ４９０～４６０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４００　　　～　　　３５０

４ 産 ～ ５ 産 ３５０　　　～　　　３００

21年6月現在
21年6月現在

黒毛和種  （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 667頭 897,750 28,350 320,223 293 1,094
去勢 982頭 619,500 73,500 400,379 313 1,280

（提供／ホクレン帯広支所）

21年5月21日音更市場
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第32回釧路Ｂ＆Ｗショウ ―――――――――――――――― ３

釧路丹頂農業協同組合農作業安全祈願祭 ――――――――― ４

パルシステム生活協同組合連合会より「生産者応援支援金」を譲受 ―４

普及センターだより ―――――――――――――――――― ５

人事異動・生乳生産実績、家畜販売市況情報 ――――――― ６

組織機構図 ―――――――――――――――――――――― ７

理事会報告 ―――――――――――――――――――――― ９ 釧路Ｂ＆Ｗショウ開催（大楽毛家畜共進会場）釧路Ｂ＆Ｗショウ開催（大楽毛家畜共進会場）

理　事　会　報　告

□ 最近の長雨や低温など、天候の悪さによる農作物への影響は気になるところであり、これから農作業繁忙期
に向けて天候の動向が大変心配です。
□ また、農作業事故の予防として、十分な休養と栄養補給等により事故がおきる危険性を少しでも減らしてい
くことが必要になってくることと思います。
□ 乳牛の飼養管理等についてもこれからの時期、釧路の短い夏ではありますが、夏バテ対策は必要であり、個
体乳量の増産と乳牛の事故防止を心掛けていきましょう。

4月定例理事会
平成21年４月28日（火）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．子会社等の決算状況について

付議事項 
議案第１号　監事監査の結果に対する回答について
　　・監事指摘に対する回答事項が承認されました。
議案第２号　大口信用供与先に対する融資の承認について
　　・原案通り融資することが承認されました。

議案第３号　 平成21年度優良肉用牛貸付事業実施申請につ
いて

　　・ 原案通り実施申請が承認されました。
議案第４号　出向者取扱要領の一部変更について
　　・ 原案通り一部変更が承認されました。

その他協議事項 
１．春季地区別懇談会における意見要望等について
　　・ 各地区別懇談会での質問意見集約事項を精査の上、

課題等を協議しました。

５月定例理事会
平成21年５月28日（木）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　 行政庁に提出する業務報告書及び連結業務

報告書について
　　・ 原案通り各業務報告書の行政庁への提出が承認さ

れました。
議案第２号　大口信用供与先に対する融資の承認について
　　・原案通り融資することが承認されました。
議案第３号　牝牛育成預託要領の一部変更について
　　・ 幌呂育成牧場の業務円滑化に向け、原案通り変更

することが承認されました。

議案第４号　理事の報酬の配分について
　　・ 総代会で承認された理事報酬額の支給配分を決定

致しました。
　　（ 監事の報酬額については、監事会で支給配分を決

定致しました。）

その他協議事項 
１．第３回通常総代会における意見要望等について
　　・総代会の議事経過に基づき、協議しました。
２．第25回ＪＡ全国大会にかかる組織討議について
　　・ 組織討議資料“大転換期における新たな協同の創

造”により協議を行いました。


